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時間的にも空間的にも長大な自然現象を詳細に理解するためには、縮尺を変えて現象を再現するスケール実験

が有効である。著者らは付加体形成過程を題材に砂箱実験を実施してきた。 

 

本大会における著者らによる一連の発表のうち、本報告では個別要素法を用いた数値シミュレーションを実施

し、結果を比較したので報告する。 

 


